


要約:子宮内胎児発育遅延の発症機序を検討する目的で、S/D ラットを用い一過性子宮胎

盤循環虚血により IUGR モデルを作成した。このモデルでは、胎仔臓器別重量において肝

臓重量及ぴ脳重量の減少が認められたが、対体重比で検討すると Brain sparing effect

が認められ、非対称性 1UGR のモデルになりうると考えられた。本 IUGR モデルラットでは

血流遮断直前にアスピリン及びオザグレルナトリウムを投与すると IUGR が発症せず、本

モデルにおける IUGRの発生機序に TXA2 の関与が示唆された。しかし血液再灌流後の子宮

静脈血漿中の 6-keto-PGF1αおよび TXB2 濃度を検討すると、一過性血流遮断群と擬閉塞

群との間には TXB2 濃度および 6-kcto-PGF1α/TXB2 比に有意差を認めず、IUGR の発症機

序の解明には更に検討が必要であると思われた。


